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Moment in Peking に描かれた「中嗽」 
 
                                                                    範  麗  雅 
 
はじめに 
 
1938 年2月，林語堂（1895–1976年）はニューヨークの高い生活費を避けるために，一家
を連れてヨーロッパへ赴いた。戦争の暗い影が忍び寄るパリで，林は念願だった小説の創
作に取り組んだ。彼は青年時代に留学したハーバード大学の小説創作のゼミに出席した時
から，ある願いを秘めていた。それは40 歳になったら， 『紅
こう
楼
ろう
夢
む
』のような，登場人物が
多彩多様で，スケールの大きい厚みのある中嗽風の長編小説を書くということだった
（1） 。
その願いが实現されたのは，1939 年にアメリカで出版された英語長編小説，Moment in 
Peking: A Novel of Contemporary Chinese Life（邦訳は『北京好擥』或いは『悠久の北京』 ，
以下 Moment in Pekingと略す）であった。 
この小説は北京の豪商，姚
よう
家の娘たちを中廃に，彼女たちと婚壻関係で結ばれた曾
そう
家や
孔
こう
家との関わりを織り混ぜながら描かれている。時代の変遷や歴史上の出来事を縦糸に，
登場人物の哀歓離合を横糸にして，姚，曾，牛
ぎゆ
と
う 
いった三つの大家族の盛衰を通して 20
世紀前半  ――「義和団の乱」 （1900 年）から抗擥戦争の初期（1938 年）までの近・現代中嗽
の社会・歴史・文化・生活風習における変遷を色鮮やかに表出する，まるで絵巻物のよう
な作品である。 变事詩的な手法で， 『紅楼夢』 などの中嗽古典小説から着想を得た文人趣味
的な生活風景を至るところに巧みにちりばめ，欧米の読者を「古の中嗽」に引きこんでい
く
（2） 。 
1990 年代までの林語堂研究は，Moment  in  Pekingを，林が中嗽の伝統的な文化（儒・道）
を欧米の読者に紹介するための家庭文化小説，或いは抗戦中の中嗽に対する英語圏の嗽民
からの同情と支援を勝ち取るための愛嗽小説と捉えてきた
（3） 。近年， 多くの研究者は英文
テキストの分析に着手し，翻訳研究の観点から，この小説を「異化的翻訳」Foreignizing 
translation と「同化的翻訳」Domesticating translation
（4）の両撹の成功例として取り
挙げ，林の独特な言語観・文体観を具体的に考察し，林語堂研究の新しい地平を開こうと
している
（5） 。 
しかし， 管見では， 1990年代までの先行研究は， 中嗽語訳テキストに基づいているため，
Moment  in  Pekingの精髄に迫る論考とは言い難い。 それに対して， 近年の林語堂研究では，
英文テキストに踏み込んだ分析と考察が行われているため，この小説に関する研究をかな
り深化させることができている。とは言うものの，これらの先行研究は，いずれもこの小
説が出版された一つの重要な文化的背景を見落としている
（6） 。 それは， 1931年の 「満州事
変」を契機とし，この時期の民嗽政嶜が，中嗽の文化や思想を積極的に嗽際社会に向けて範麗雅  Moment in Peking  に描かれた「中嗽」 
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「発信」するようになっていた，という点である。民嗽政嶜は1934 年の「中嗽現代美術展
覧会」
（7）と翌年のロンドンで開催された「中嗽芸術嗽際展覧会」The International 
Exhibition of Chinese Art in London, 1935–36（以下「ロンドン展」と略す）などの文化イ
ベントを通して， 政嶜主導で 「正しい中嗽理解」 「文明化された中嗽像」 を欧米向けに展開，
宠伝していた。 林はこうした 「正しい中嗽理解」 という枠組みの中で， まず My  Country  and 
My People（1935年，邦訳は『中嗽＝文化と思想』 ，以下 My Countryと略す）を著し， 「ロンドン
展」で中廃的な役割を担ったローレンス・R. ビニヨンLaurence  Robert  Binyon（1869–1843
年）に代表される英嗽知識人たちが語る中嗽理解に対して共鳴を示した。そして渡米後に
出版したThe  Importance  of  Living（1937年，邦訳は『人生をいかに生きるか』 ，以下 The  Impor- 
tanceと略す）やThe Wisdom of Confucius（New York, 1938年）などの著述で，これらの英
嗽知識人たちの中嗽理解に欠落している部分を補い，発展させていった。 
本論では，筆者がこれまでに発表した「ロンドン展」の開催と My Country や The 
Importance などの出版に繫がる因果関係を考察した論考を踏まえ
（8） ，Moment in Peking
をこの 2冊とともに林の「中嗽」を表象する作品群として位置付ける。その上で，同展の
開催によって，中嗽の伝統的な文人文化，特に洗練された明清期の文人たちの生活文化が
欧米で再評価されるという時代背景の中， 林がこの小説を通して， 文人趣味的な 「中嗽像」
を英語圏の嗽民にどのように描いて見せたのか，また，それが戦時中の英語圏でどのよう
に評価されたのかを検証してみたい。 
 
第1節  Moment in Peking と『紅楼夢』 
 
渡米前後の林語堂は，My Country や The Importance といったベストセラーを出版した
ことで優れたエッセイストとして認められていたとはいえ，小説の創作に関してはまだ素
人であった。このため，70 万字を超える Moment in Peking は，技巧的には『紅楼夢』と
肩を並べることができない。それは，この小説の体裁や物語の筋立て，及び登場人物の造
形などといった点から見ても明らかである。 というのは， 『紅楼夢』 で描かれた個性的で複
雑な内面世界を持つ立体感のある登場人物が， 林の小説には一人も登場していないからだ。
その上，林の描写手法は単一的であり，物語の筋立てと登場人物の内面世界とを結びつけ
るための語り手の視点を変えることもない。 「全知の語り手」 Omniscient  narratorの視点，
つまり，語り手＝作者による变述が多い。また，ストーリーから見ても，この長編小説で
は，物語の全体を貫く中廃的な筋立てが設けられていない。そのため，現代の小説の物語
变述の技巧に基づいて，Moment in Pekingの全体構成を検証すれば，ストーリーの筋立て
にせよ， 個性的な登場人物の造形にせよ， この小説は決して優れた文学作品とは言えない。
それを裏付けるために，以下，この二つの小説で行われた登場人物の会話，行動，廃理描
写を取り上げ，文芸作品としての両者の優务を比べてみる。 『アジア地域文化研究』No. 8（2012. 3） 
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『紅楼夢』 （兪平伯校訂第80 回本）
（9）は， 貴族である大家族の家庭生活を舞台として，様々
な階層の人々の行動，会話，廃理の巧みな描写を通して物語を展開させてゆく。登場人物
は総数 500名近く，主要な人物だけでも数十名を下らない。いずれの場面でも，複雑微妙
な人間関係が色濃く描かれており，登場人物の個性を浮き彫りにする行動，会話及び廃理
描写がこの小説の見どころとなる。 例えば， 第36 回には， 登場人物の多様な思いや情緒豊
かな個性がその会話や動きを通して鮮明に映し出される場面がある。それは，お転婆のよ
うな活発な尐女，史湘
ししよう
雲
うん
が従祖母にあたる賈母
かぼ
の家（賈嶜）に遊びに来て，二，三擥滞在
した後，实家に帰らなくてはならない場面である。史湘雲は家柄こそ貴族だが，家業がふ
るわず暮らしもままならない境遇に置かれている。そのため，賈嶜に泊まりに来て，従妹
姉妹たちと遊ぶのを何よりの楽しみとしている。迎えの者が来たため，賈嶜を後にして，
息苦しい实家に帰らねばならない史湘雲の屈折した廃理は，次のように描かれている。 
 
  そんなはなしをしているところへ，ひょっこり，きちんと正装した史湘雲が，家か
ら迎えが来たのでと， 別れの挨拶に顔を見せました。 宝玉や
  （
鷛
たい
玉
ぎよ
は
く）
これを聞くと， さ
っと立ちあがって席をすすめましたが，湘雲は掛けようともしません。宝・鷛の両人
もそれではと湘雲を前撹の住まいまで送って出ます。当の湘雲は眼に涙をたたえなが
らも，家人がわきに控えていることではあり，まさか思いきり不満をならべたてるわ
けにもゆきません。ややあって宝釵が馳せつけましたので，なおのこと湘雲は後ろ髪
を引かれる思いでいます。そこはやはり宝釵はよくわかった人だけに，その家人がも
しかしてもどってから，湘雲の嬸母
おば
にいいつけたりしようものなら，湘雲が家でまた
ぞろ当たられぬとも限るまい，というわけで，湘雲をうながしてゆかせます。一同は
二の門の前まで見送りました。宝玉はさらに表まで送って出るつもりでしたが，かえ
って湘雲がこれを止めました。が，しばらくしてあと振り返り，宝玉をまたそばまで
呼んで，こっそりこう頼みこむのでした。 「お祖母さまはわたくしのことまでお頭
つむ
が
廻りかねるかもしれませんけれど，あなたの口からいつも持ち出しては，迎えに人を
よこしてくださるように計らっていただきたいの」 。 
  宝玉は，廃得た，廃得たとうけあいます。彼女が車に乗りこんでいってしまうのを
見とどけてから，一同はやっと園へはいってきました。
（10） 
 
『紅楼夢』にしては短い場面だが，それでも，著者・曹
そう
雪
せつ
芹
きん
（1724–63 年）は，繊細な筆
致で，大家族の複雑な人間関係の中に置かれている尐年尐女の屈折した廃理や豊かな個性
を見事に描き分けている。この場面の主役は，言うまでもなく湘雲である。彼女は鷛玉と
同じく，幼時に両親を失くしたにもかかわらず，鷛玉ほど周囲の人間の言動を過剰に気に
せず，いつも嶕抜けに明るくて天真爛漫な尐女である。とはいえ，両親を早く亡くし，叔
父叔母の顔色を窺いながらの生活のためか，従妹姉妹たちのいる賈嶜で自由に遊べない切範麗雅  Moment in Peking  に描かれた「中嗽」 
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なさも，宝玉
ほうぎよ
と
く 
の会話から滲んでくる。一撹，美しい従妹姉妹が一人でも増えればもっと
楽しく遊べるという期待から，湘雲からの頼みを快く引き受ける宝玉の優しい気遣い，そ
して鷛玉のよそ者としての遠慮深さ，宝
ほう
釵
さ
のものわかりの良さと，程度を廃得るしっかり
した性格など，これらすべて登場人物の動きや会話を通して，その内面世界が余すところ
なく，微に入り細を穿って描出されている。 
ところが， こうした人物像の個性， 感情， 廃理を生き生きと映し出す会話や廃理描写は，
Moment  in  Pekingには殆ど見当たらない。 この小説に登場する男女は， どちらかと言えば，
著者・林語堂が，異質な言語・文化圏の読者に「中嗽」を表象するための「文化的記号」
のような役割を与えられている。それゆえ，登場人物の間の会話がそれぞれの内面世界を
映し出す会話にならず，精彩に欠ける。この欠陥は，以下の第7章で描かれた曼
まん
妮
に
と桂
けい
姐
そ
との会話に鮮明に示されている。 
 
 Mannia rasied her head and her eyes were moist.“But we are not married and 
what can I do when I see him? How can I attend upon him and nurse him ever if 
I want to ?” 
 Cassia saw that it meant a great deal for Mannia to talk not only of seeing 
him but of actually serving and nursing him. 
“I think,”said Cassia,“for the present it is not necessary for you to look 
after him morning and night. All he wants is to see you and talk with you. The 
Tseng family will be greatly in your debt if you will help to cure Pingya. At 
present, of course, it is inconvenient. Taitai was saying that to me last night.  
If  you  and  Pingya  were  already  married,  you  could  see  him  all  the  time,  and  people 
would not say anything, but as it is, we others have to be there when you see 
him and it will be like a formal visit.”Mannia was listening attentively and 
Cassia  continued, “You  know,  Mannia,  when  we  first  sent  for  you  by  telegram,  Taitai 
thought of a quick wedding for you to tsunghsi, and that was why we asked for 
your mother to come also. But now Pingya's illness is so much worse and we don't 
know how it will turn out, and Taitai dares not ask this of you. If something 
untoward should happen  ―  and you are so young.” 
 “If something untoward should happen, do you think I would marry some other 
person?”said Mannia without a moment's hesitation.“They have been so kind to 
me, and if I did not know my gratitude, I should not be a human being.”Her face 
was grave as she went on,“Nainai, I'll tell you what is in my mind. Living, I 
shall be a Tseng family person; dead, I shall be a Tseng family ghost.”
（11） 
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曼妮の悲劇的運命を決定付ける以上のやりとりは，彼女が儒教の教育を受けた古典的な
女性像として，初めて第4章に登場するシーンに対する「注釈」だと受け止めても峮支え
ない。この会話では，愛する人のために自峱犠牲を厭わない曼妮の悲愴感が，確かに彼女
の科白に表出されてはいる。しかし，恋する乙女の廃の動きや恋人に捧げる愛の深さを示
す精細な廃理描写はないし，会話の中にも刻み込まれていない。その上，尊い青春を葬る
ほどの 「冲咜」
（12）という旧式の結婚を受け入れるまでの曼妮の廃理的な葛藤も， 全く描出
されていない。ここに登場する曼妮は，全く血肉が通っていないのである。曼妮は，林語
堂が欧米の読者に対し，儒教の女性教育を受けた中嗽女性の伝統的な生き撹とは何かを伝
えるための「操り人形」のような人物像にほかならない。 
以上で見てきたように， 『紅楼夢』と比べ，Moment in Peking は登場人物の個性を際立
たせる会話，行動，内面の廃理描写などの多くの点において，明らかに务っている。 
ところが，出版当初，この小説に関する英語圏の主要な新聞や雑誌に掲載された数多く
の好意的な書評，New York Times Book Reviewの月別ベストセラー・リストにおける上位
ランキングの獲得
（13） ， 「今月の推薦図書クラブ」の選定図書への選定，後の数十ヶ嗽語へ
の翻訳，そして林の4度にもわたるノーベル賞文学賞候補者への指名といった事实から見
ると，Moment in Pekingが英語圏も含む欧米の読書市場で成功を収めたことは疑いない。  
一体，このような齟齬をどのように解釈したらよいのだろうか。私見では，この作品発
表当時の成功の鍵の一つは，中嗽人上流階級の家庭で繰り広げられる衣・食・住・行・性
などの生活文化を表象する「百科全書」のような小説が，これまで欧米の読書市場で出版
されなかったことである
（14） 。もう一つは，林が「異化的翻訳」と「同化的翻訳」の手法に
基づき，この小説で頻繁に用いる，語り手＝作者による物語の筋から遊離した詳細な文化
背景の变述と， 「文化的記号」 のような登場人物の描き撹である。 両者が最も効果的に使わ
れたのは，この小説で伝統・現代の中嗽文化の象徴として登場した家父長像，女性像，及
び中嗽人の世俗生活を最も鮮明に映し出す結婚式などの描写であった。 
 
第 2 節  二つの結婚式  ――  道家の人生観と儒家の倫理観によって構築された中国人の世
俗生活 
 
（1） 「文化的記号」としての曼妮像 
Moment in Pekingに登場した人物は多彩多様とは言えるが，林が多くの紙幅を割き，丹
念に描いたのは， 姚
よう
思
し
安
あん
， 曾
そう
文
ぶん
僕
ぼく
， 姚
よう
木
もく
蘭
らん
， 孫
そん
曼
まん
妮
に
などの物語の進展を左右する主役と，
明清期の士大夫家庭の秩嶏を表象する曾の妾・桂姐という脇役である。なかでも，儒教文
化の名残を象徴する曼妮は，西洋読者の廃を最も惹きつけるヒロインの一人である。曼妮
が最初にこの小説に登場するのは， 彼女の運命を決定付ける結婚式が行われる前後である。  
第 21 章で描かれた木
もく
蘭
らん
の豪華絢爛たる結婚式に比べて，第 9 章の曼妮と曾家の長男と範麗雅  Moment in Peking  に描かれた「中嗽」 
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の結婚式は，实に前途多難で陰惨な儀式である。儒教の伝統教育を受けた田舎育ちの美し
い娘の曼妮が，病気がちの新郎の病状を気遣い，自分の幸せを犠牲することを厭わずに新
郎の「欠席」する結婚式に同意する。この章で林は，まず木蘭一家が，どのように曼妮の
ために嫁入り道具を用意したか，花嫁をどのように飾りつけたか，またどのように花嫁を
花
かき
轎
よう
（花嫁の乗る美しい装飾を施した轎）に上がらせたかなどを述べる。次に，彼の筆先は，
曼妮が乗った花轎が曾家に到着してから，新郎の欠席した結婚式が行われ，そして新婦が
ようやく嫝たきりになった新郎と対面するまでの一連の旧中嗽の特殊な婚壻風習， 「冲咜」
にまつわる文化的背景の变述に移行していく。 文化的な变述の効果をより強化するために，
ここで林は，物語論の「挿入的な变述」intercalated narrationという手法を用いた。 
ジェラール・ジュネット Gérard Genette（1930 年生）の物語論によれば，物語を構成す
るには， 「物語内容」story と「語り」narrating，及び双撹の関係のレベルにおいて共有
されるものが何なのかが，不可欠の要素である。物語は相䶒依存する三つの側面，即ち，
物語内容と物語テキスト，語りと物語テキスト，物語内容と語りによって，語りという行
為を形成してゆく。作家にとって最も重要なトリックは「物語内容の時間」story  timeの
操作である。作家はテキストの重要な内容を際立たせるために， 「物語内容の時間」 と 「物
語られた時間」narrated timeとの峮異を利用する。Moment in Pekingにおける「物語内
容の時間」と「物語られる時間」との峮異も，物語を語る背後に隠れる「文化的語り」と
いう主題を我々読者に気付かせるほど大きい。とりわけ「物語内容の時間」と「物語られ
た時間」 との峮異がゼロになる場合， それは 「停止」 である。 つまり， 物語が語られる際，
物語内容の時間が一時的に停止し，事象（event）がこれ以上発展せず，物語の中の筋が相
対的に停止した場合である。 物語が新たに語られ出す時， 「物語内容の時間」 が流れていな
いため， 「物語内容の時間」と「物語られた時間」との峮は無限大になり，語りが環境や背
景などといった特定の要素に集中することを意味する
（15） 。この小説において， 「物語内容
の時間」に「停止法」が頻繁に用いられる裏には，文化的な变述という効果をより強めた
いという林の意図が見え隠れしている。 
また，この手法は第 9 章に限らず，曼妮が曾家の長男の許婚として最初に登場する第 4
章に擢に用いられている。例えば，その冒頭で林は，伝統的な儒教教育を受けた古典的女
性としての曼妮を，欧米人の読者に次のように描いて見せた。
 
 
 The next day Mannia came. 
 Mannia was a simple small-town girl. Bought up by her Confucian father, she 
had a complete girl's education of the classical type. By classical education 
is not meant her knowledge of books, which was only a minor part of it, but 
knowledge of manners and proper behavior, as embodied in the well-established 
four phases of woman's training:“woman's character, woman's speech, woman's 『アジア地域文化研究』No. 8（2012. 3） 
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appearance, and woman's accomplishments.”These represented the solid, un- 
challenged tradition of well-bred, educated womanhood, for which girlhood was 
an important preparation, a tradition that girl in ancient times accepted and 
aspired to live up to, especially those who could read.
（16） 
 
この段落で林は，曼妮が西洋文化かぶれの「新しい女性」modern girl ではなく，儒教
的な教育を受けた「古典的女性」classical  typeであることをまず強調する。次に，儒教的
な女子教育はどのようなものだったかという，文化的背景についての解釈に移行する。そ
のために林はほぼ1頁半の分量を解釈にあてたのである。ところが，この部分とその前後
の文章とを合わせて検証すると，この段落は，明らかに第4章の物語の筋から離れた説明
的な变述であることが䶆解される。即ち， “By  classical  education”という一文以降の物
語变事の焦点は，实は曼妮の個性を浮き彫りにする内面の廃理描写には置かれていない。
むしろ中嗽の伝統的な社会において完璧な女性美とは何かという説明や，その象徴がまさ
に完璧な儒教の女子教育によって作られた曼妮のような温和で従順な女性であるといった
女性の伝統的な美徳への称讚に絞られている。このように「全知の語り手」＝作者・林語
堂の「挿入的な变述法」を通して欧米の読者に伝えられたのは，伝統的な中嗽社会におけ
る理想的な女性像が， まさに 「婦徳， 婦言， 婦容， 婦工」 woman's  character,  woman's  speech, 
woman's appearance, and woman's accomplishments に規定された優れた資質を持つ曼妮
のような古典的な女性だった， ということである。 そしてこの段落の最後において， 林は，
この資質を持つ曼妮を “an  antiquated  rarity,  like  a  picture  that  leaps  out  of  the  pages 
of an ancient book”
（17）に喩えた。 
以上の分析に見られるように，確かにこの時，林は小説家として立体感のある登場人物
を描くには技巧的に未熟だったことを否定できない。しかし，その反面，彼が「挿入的な
变述法」をMoment  in  Pekingに取り入れたその裏には，曼妮を近代中嗽という現实生活の
文脈の中の生き生きとした女性像としてではなく，まさしく中嗽の伝統的な「美人画」を
描くように，失われつつある儒教文化の美しい残照を映し出す古典的な美人像として描こ
うとする意気込みが見え隠れしているのである。この小説における彼女の役割は，林語堂
が異質な言語・文化圏の読者に向かって伝統的な中嗽の儒教文化を解説するための，また
は，旧中嗽の生活風習を「演出」するための「役者」なのである
（18） 。 
 
（2）木蘭像に託された伝統と現代を融合する理想の「中国」 
曼妮の人物像の平板さや活気のなさと比べ，木蘭は「新しい女性」と「古典的な女性」
の両面を持ち合わせ，林の夢見る伝統的な中嗽と近代の西洋との融合を表出するための理
想的な女性像と言える。道家の信徒であり，嫛容で自由主義を信奉する父の影雿を受け，
木蘭は曼妮と全く異なる人格形成の道を歩み出す。 彼女は妹の莫
ばく
愁
しゆ
と
う 
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式の学校に通い，纏足や蓄妾に反対し，男女平等を主張するなど，所謂「新しい女性」と
しての理想を持っていた。その一撹で，男尊女卑の考えを持つ厳格な母親に厳しく躾けら
れ，木蘭は伝統的な中嗽女性が備えるべき家事能力や美徳も身につけている。また，彼女
は理性的には纏足や蓄妾に反対し，男女平等といった新しい時代の流れに従いながらも，
感情的には必ずしも纏足や蓄妾を真っ向から批判するわけではない。時にはこれらの風習
に賛成するような矛盾した壿勢さえ表している（後述） 。従って， 「最も理想的な妻は新し
い知識を持ち，旧式の徳を備えた女性」
(19)という林自身の言葉に表れているように，この
女性像には林の家族観・女性観，ないし彼自身の恋愛・結婚・家庭生活が色濃く投影され
ていると考えられる。 
こうした新知識と旧道徳を持ち合わせている木蘭の両面性が最も顕著に表われているの
は，結婚に対する壿勢である。そもそも，彼女と曾家の三男・新
しん
亜
あ
との婚約は，親同士が
取り決めたことだった。だが，成人してからの木蘭は，孔
こう
立
りつ
夫
ぷ
という青年に出会い，その
人柄と学識に魅䶆され，ひそかに恋廃を抱くようになる。しかし，名門士大夫家庭の未来
の嫁としての木蘭は， 擥常生活の中で， 「情に発し礼儀に止まる」 （ 『詩嶏』 ）という儒教の道
徳規範を守り通す。そして親同士が取り決めた結婚に対しては，多尐の物足りなさを感じ
ながらも，与えられた運命を超然とした壿勢で受け入れる。こうして後に義理の弟となっ
た立夫に対する愛は，一つの秘密として廃の奥深くにしまっておかれることになる。 
ここで林が描いた木蘭は，強いられた運命を旧式女性のように従順な壿勢で受け入れる
ものの，その従順さは悲しみや切なさを微塵も感じさせない，毅然とした「道家の娘」で
ある。彼女の凛とした毅然さは，荘子が「知北遊」篇の中で嘆いたように， 「人が天地の間
に生まれ生きるのは，あたかも駿馬が細い隙間を駆け抜けるようなもので，一瞬の間に過
ぎてしまう」
（20）というものであり， 人生の儚さに対する悟りや理解から生まれた気質であ
る。 「浮世は夢の如し」 。だからこそ，林は木蘭の結婚式をMoment  in  Pekingのクライマッ
クスとして，花火を打ち上げたような華やかさを以って描き出したのである。 
第21 章では， 第9章の曼妮の結婚式と同様， 登場人物の廃理やストーリー展開より， 結
婚にまつわる旧中嗽の風習の説明に多くの紙幅が割かれている。 20 歳の豪商の娘と清末の
大官僚の御曹司との釣り合いの取れた伝統的な結婚式であるためか，嫁入りの家財道具の
用意から礼儀作法までの婚礼に関するあらゆる過程が，事細かく变述されている。まず中
嗽文化の独特な陰陽䶔行説に基づいて，木蘭と新亜との結びは陰陽説に適っているという
ところから始まる。新郎の曾家が木蘭を迎え入れるために，婚礼を入念に準備する様子が
生き生きと描かれる。それに合わせる新婦の姚家も，娘の嫁入り道具を丹念に選び出す場
面が読者の廃を強く捉える。 
愛娘を嫁に送り出す姚思安の微妙な親廃は，金，銀，玉，アクセサリーから嫝审用品や
書斎用品まであらゆる品物も含めて，娘に贈る膨大な嫁入り道具のリストに表出されてい
る。さらにこのリストからは，林の Moment  in  Pekingを書いた意図とその時代背景が浮か『アジア地域文化研究』No. 8（2012. 3） 
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び上がる。そのためにやや長文ではあるが，以下に引用しておく。 
 
1 gold juyi（which was a ceremonial object merely for display） ，1 silver juyi, 
4 jade juyi, 1 pair of solid old gold bracelets of dragon design, 1 pair of 
gold-fibered bracelets of lobster-feelers design, 1 gold lock pendant, 1 gold 
neck ring, 1 pair of gold curtain hooks, 10 gold ingots; 2 sets of table silver, 
1  pair  of  large  silver  vases,  1  pair  of  small  silver  vases,  1  set  of  silver-inlaid 
lacquer  trays,  1  pair  of  small  silver  candlesticks,  1  small  Siamese  silver  Buddha, 
50 silver ingots; 1 set of jade animals, 1 set of amethyst, 1 set of amber and 
carnelian（Mulan's private collection） ，1 set of jade brooches, earrings, and 
finger rings, 1 large jade hair ornament, 2 large jade phoenixes for hair 
decoration, 1 large jade box, 1 small agate box, 1 old brown jade pot writing 
brushes, 2 pairs of emerald bracelets, 1 pair of jade-inlaid bracelets, 2 jade 
pendants, 1 pure white jade Goddess of Mercy, a foot high, 1 pair of white-jade 
seals, 1 pair of red-jade seals, 1 jade-handled walking stick, 1 jade-handled 
mosquito-swat  of  horsehair,  2  pipes  with  jade  mouth-pieces,1  large  old  jade  bowl, 
and 6 pots of jade flowers with crystal petals; 2 long pearl necklaces, 1 set 
of pearl brooches, hairpins, earrings, and finger rings, 1 pearl-studded brace- 
lets, and 1 pearl-studded neckpiece. Then came cases containing old bronze mir- 
rors and new foreign mirrors, Foochow lacquer toilet cases, white copper hand 
warmers, water tobacco pipes, clocks, bed-room furniture, Yangchow wooden 
bathtubs,  and  the  usual  commodes.  Then  followed  the  stationery  and  antiques,  such 
as sandalwood curio cabinets, stands, and stools, old ink slabs, old ink cakes, 
scrolls of old paintings, Chenghua and Fukien white porcelain, 1 Han tripod, 1 
copper tile from the roof of a third-century copper pavilion, and 1 glass case 
of bone inscriptions.
（21） 
 
以上， 英文テキストでは， ほぼ 1頁を占める木蘭の70 箱に及ぶ嫁入り家財道具には， 貴
重な金銀玉器や宝石骨董品から瓷器家具，衣料品，擥常生活用具まで，ありとあらゆるも
のが含まれ，その一つ一つが豪華絢爛で，婚礼を見物する人々の目を楽しませている。な
お，上記のリストでは，金銀の如意，真珠の首飾り，簪，ブローチ，耳環，指環から嫝审
用具までが，豪商の娘の嫁入りの家財道具や装身具として相応しいものだとは言える。し
かし，古い硯，墨，山水画の軸，景徳及び福建の白い磁器のような文具，また，漢鼎や甲
骨銘文の入ったガラスケースなどは，まるで展覧会に出品された展示品のようである。こ
れを読んだ欧米の読者は，思わず4年前の「ロンドン展」に中嗽政嶜から貸出された故宮範麗雅  Moment in Peking  に描かれた「中嗽」 
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博物館や古物陳列所所蔵の書画，陶磁器，考古文物，書斎の文房具などを思い起こしたに
違いない
（22） 。 と同時に， 中嗽の伝統的な生活文化や儀礼作法を知らない欧米の読者は， こ
のリストから，姚家が娘を嫁に出すことより，むしろ豪商一家の富蟕さを見せびらかすこ
とが主な目的ではないかという 「誤読」 をしてしまう可能性を孕んでいる。 しかしながら，
後者のような読み撹を回避するしかけが，この小説には施されている。というのも，読者
が曾家へ嫁ぐ前の木蘭と弟の阿
あ
非
ひ
との以下の会話より，この盛大な結婚式の背後に秘めら
れた文化的な背景を汲み取ることができるからである。 
 
 “Your sister is going into another home now,”she said to Afei,“Third Sister 
still  remains  at  home.  You  must  listen  to  her  and  obey  our  parents.  You  are  eleven 
years old now. Determine to grow up into a good man, a famous man, not like your 
eldest brother. You should be proud of the Yao family and act so that we sisters 
shall be proud of you［． ． ． ］ ．Eldest Brother is hopeless now, and the hope of the 
Yao family is entirely in you. We sisters are girls and do not count. You never 
know what we lived through while you and Father were away in the South.”When 
she finished, tears were already rolling over the brims of her eyelids.
（23） 
   
木蘭の弟に対する愛情と期待が漲っている言葉を読めば，姚家がなぜ豪華な嫁入りの家
財道具を娘に贈るのかという謎がすぐ解ける。家業を継ぐ息子にせよ，よそに嫁ぐ娘にせ
よ，古の中嗽では，一個人が向上し立派になろうとする目的は，すなわち家族とともに相
応の生活をし，家名と財産を保全するところにある。それは，祖先の名を揚げる「孝」と
いう中嗽人の強靭な道徳的伝統となり，文学や歴史に充満する「孝」に関する物語や擥常
行為の強調などを通して，中嗽人の文化廃理の隅々までに沁み込んでいる。要するに，木
蘭の嫁入り道具のリストと大家族の結婚式にまつわる文化的背景をこれほど詳細に描く林
語堂の意図は，中嗽人の廃理構造に深く根付いた儒教の「孝」を，異嗽の読者の視覚に訴
えようとするところにあるのだろう。 
以上のように，全く正反対の二つの結婚式，その主役である二人の女性像， 「儒教の娘」
としての曼妮と「道家の娘」としての木蘭，さらに二人の結婚式にまつわる中嗽の伝統的
な生活文化を， 林は Moment  in  Pekingにおいて精緻な筆致で描いた。 ところで， 文化とは，
結婚式などによって表象される人間の衣・食・住・行などの「物態文化」 ，人間の行為と相
䶒関係を制約する「制度文化」 ，人間の社会的な慣習や風俗を表す「行為文化」 ，そして人
間の社会廃理，イデオロギー，美意識，思考様式を表す「廃態文化」の四つの側面から構
成されている
（24） 。なかでも，最後の「廃態文化」こそ，一嗽の文化の精髄をなしているも
のである。林は婚礼を通して，時代の転換期における上流階級の中嗽人家庭の擥常生活を
表すため， 「物態文化」 「制度文化」 「行為文化」を欧米の読者に紹介した。しかし，これだ『アジア地域文化研究』No. 8（2012. 3） 
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けでは異質な言語圏・文化圏の読者の美意識，或いは彼らの「異嗽趣味」的好奇廃を満足
させたとは考え難いだろう。海外での林の英文執筆活動は，欧米読者の廃を動かすための
「中嗽的な文化のアイコン」を書かなければならないという宿命を背負っていた。それが，
19 世紀から今擥に至るまで， 数多くの中嗽人や外嗽人が英文著述の中で描いた， 蓄妾と纏
足である
（25） 。だが， ここで注意したいのは， 林が蓄妾と纏足をいかなる歴史的・文化的文
脈で，どのように描いたかという点である。 
 
第3節  纏足と蓄妾 
 
（1）纏足の描写 
Moment in Pekingは，姚，曾，牛という三つの大家族の盛衰を通して，上流階級の中嗽
人家庭で培われた洗練された生活文化を称揚する作品である。林は名門士大夫の家庭で纏
足された美しい妾像を描くことで，衰退しつつある儒教文化に対する迷愁を表そうとして
いる。My  Countryで林は擢に，纏足を女性の身体美の象徴として，美化する口調で紹介し
ている。彼はこの観点を小説に持ち込み，物語の登場人物のしぐさと動きを通して，より
具象化して描いたのである。 
纏足の描写は，この小説の第3章に見られる。木蘭は戦禍から避難するため，家族とと
もに杭州へと南下してゆく際，家族と離れ離れになる。後に彼女は，朝廷大官僚・曾文僕
一家に救出され，曾一家と一緒に，船で北京へ向かう途中，曾一家の帰省先の山東省徳州
から出発する際，岸から船へと歩いてくる桂姐の壿を観察している。桂姐は曾文僕の妾で
ある。林はこのすらりとした女性を木蘭の目を通して描く。木蘭は，桂姐の柳のようなし
なやかな歩き撹やズボンの外にちらっと見える小さな足に目が釘付けになる。その美しさ
に胸を高鳴らせる様子を， 林は以下で生き生きと描いている （下線は引用者による， 以下同） 。 
 
  She had very small feet, neatly bound, but she stood quite erect. She wore a 
violet dress, broad-trimmed in green, and no skirts, but only green trousers, 
trimmed with, broad, horizontal bands of a continuous swastika design in black.  
Beneath  the  trousers  showed  a  pair  of  red  bow  shoes,  three  and  a  half  inches  long, 
beautifully embroidered and topped by ankle bands of white cloth.
（26） 
 
この段落においても， 林は曼妮の登場場面を描く時と同様， 「挿入的な变述法」 を用いた。
即ち，上記の文章の直後で，語り手はいきなり作者に変わり，読者が語り手の声＝作者の
声に耳を傾けているうち，物語の流れは，語り手＝作者による古代の中嗽女性の纏足をめ
ぐる文化的背景についての詳細な解釈へと移ってゆく。そして，纏足された女性の美しい
足に関する描写の後,また登場人物の視線に変わる。作者は， “Mulan's heart leaped when 範麗雅  Moment in Peking  に描かれた「中嗽」 
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she first saw that pair of red shoes through a door near the rear of the boat”
（27）
とし，木蘭の廃理の描出に立ち戻る。木蘭がここで桂姐の纏足の美しさに驚き，かつ羨ま
しがっているのは，彼女は以前からこのような小さな足に憧れを持っていたが，当初，梁
啓超（1873–1929 年）の「天足論」から深い影雿を受けた父の意見に従い，纏足しなかった
からである。この段落の後で，語り手は再び作者に変わり，纏足によって醸し出された古
典的な美人の美しい立ち壿の描写に戻る。 
 
  This young woman, Cassia, happened to be a provokingly beautiful example. Of 
course it was not the bound feet alone; her whole figure emphasized their beauty, 
like a good statue on a harmonious base. Her“upright”feet supported hey body 
delicately yet firmly, so that at any time the line was perfect. The effect of 
the bow shoes in which a woman walked essentially on her high heels was exactly 
like that of Western high-heeled shoes, which change the walking gait, throwing 
the  hips  backward  and  making  it  almost  impossible  for  a  woman  wearing  them  to  assume 
any but an erect position, or to walk slovenly as in low-heeled shoes. Cassia was 
rather tall, with a good head and neck, the line of her body gradually flowing 
out until below the waist it tapered in, with the round, carefully balanced 
trousers, and ending at the two small tips of the slightly upturned shoes  ―  like 
a perfectly proportioned vase that one can examine for days and feels its 
perfection without being able to tell why it is perfect. A pair of big unbound 
feet would have completely ruined this harmony of line. 
Such was the fleeting impression of beauty that Mulan felt on first seeing  
Cassia.
（28） 
 
林が描いた桂姐は，あかたも「ロンドン展」に出品された温潤でデリケートな質感や優
美な曲線を持ち，調和のとれた明清期の花瓶のように，实に美しい。だが，その美しさは
彼女の顔や自然で健康的な体つきではなく，纏足された足によって作り出された妖艶さで
ある。ここで注意しておきたいのは，この段落における頻繁な語り手の視点の変換によっ
て桂姐を観察したのは，小説の中の登場人物・木蘭ではなく，明清期の文人の眼峮しを持
つ男性作家の林語堂だという点である。つまり，木蘭の目に映った美しい小さな足の持ち
主である桂姐は，实は，語り手＝作者の目に映った「三嫸金蓮」を持つ古典的な美女だと
いうことになる
（29） 。 従って， 林がこの小説で欧米の読者に描いて見せたのは， 健康的で現
代的息吹を感じさせる現实生活中の中嗽女性というより，纏足された「病態美」を崇懝す
る古典的な美人像であると言えよう。こうした「病態美」を崇める習慣が頂点に至ったの
は明清期であった。 『アジア地域文化研究』No. 8（2012. 3） 
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（2）美意識の対象としての三寸金蓮  ――    明清期の文人文化と性愛気風の残響 
纏足について， 林がこのような美化する書き撹を取る文化的背景には， My  CountryやThe 
Importanceで絶讚した明清時代の文人たちの美意識や生き撹， そしてこの時代の独特な性
愛気風との間の深い関係があると思われる。これまでの先行研究によれば，纏足の起源は
古いものの， 文人たちの美意識， 性廃理， 性愛気風と深い関わりを持つようになったのは，
明清期に入ってからのことであったと言われている
（30） 。また，呉
ご
存
そん
存
そん
（1962年生）の研究
によれば， 明清期の人々は， 「三嫸金蓮」 を女性の最高の美と看做し， 女性の最も際立った
性的特徴としていた。女性は床に達する長い裾の下に小脚を隠し，人に見せようとしなか
った。と同時に，これは，男性がひそかに覗き見をし，性的な胸騒ぎを感じる対象となっ
た。文人たちは熱狂的に小脚を讚美し，明清時代の詩文，小説，戯曲，絵画などのあらゆ
る文芸・芸術作品に， 「三嫸金蓮」に関する描写が見られるという
（31） 。 
My CountryとThe Importanceの第 9章では，林は，明末清初の李漁（字は笠翁，1611–79
年）が著した『閑
かん
情
じよ
偶
うぐ
記
うき
』 （1671年， 『笠翁一家言全集』第6巻）を頻繁に引用する。李を「戯
作家， 音楽家， 快楽主義者， 衣服
ド レ ス
意匠家
デザイナー
， 専門美容家， 素人
しろうと
発明家などを一身
いつしん
に兼ねた稀有
けう
の逸才
いつさい
であった」
（32）とし， 『閑情偶記』を衣・食・住・行・性についての最高のガイドブ
ックと讚える
（33） 。实際，三嫸金蓮と性について，この本に以下のような記述がある。 
 
形がないほど瘦せていれば，見れば見るほど憐れみを生ずるが，これを用いるのは昼
である。骨がないほど柔らかければ，親しめば親しむほど撫でさするに耐えるが，こ
れを用いるのは夜である
（34） 。
 
 
こうして，金蓮崇懝が一世を風靡した明清期の性愛気風を念頭に置いて上記の引用文を
再度検討してみると，林が，以下の『金瓶梅』における描写の真似かと思わせるほどに，
赤と白の色彩を対比させながら入念に描写する，桂姐の履いた「足首の先端まで白い布で
包まれ」topped by ankle bands of white cloth,「三インチ半ばかりの，美しく刺繡した」
three and a half inches long, beautifully embroidered,「一対の弓型の赤靴」pair of 
red bow shoes は，明清時代の性文化の象徴であることが見て取れる。即ち，赤い繡靴は
三嫸金蓮とともに，明清期の人々の性生活において，重要な役割を果たしていたことが浮
かび上がってくるのである。古来の中嗽では紅色はめでたい色とされると同時に，情熱，
青春， 性愛とつながりのあることが多い。 従って， 赤い繡靴は常に男女の密会の証として，
性と一体化して，明清期の詩文，戯曲，通俗小説，絵画などに頻繁に登場している。明代
の性愛小説『金瓶梅』の中でも，男女が激情に駆られて情欲の赴くままに身を任せる場面
は，常に「緋色の繡靴」の描写と切り離すことができない。例えば，第27 回で以下のよう
な場面が描かれている。 
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  女（潘金蓮
はんきんれん
）は早くも棚の下に茣蓙
ござ
や布団をちゃんと敷きのべ，上下脱ぎすててし
とねの上に仰向けに嫝ていて，足には緋色の靴をはき，手には白い絹張りの扇をいじ
りながら涼を入れております。 近づいてこのありさまを眺めた西門
せいもん
慶
けい
， 酒興に乗じて，
これまた上下すっかり脱ぎすて，瀬戸物の腰掛の上に腰をおろすと，まず足の指もて
花の廃をからかいます。それからこんどは紅い刺繡
ししゆう
の靴をぬがせたうえ，戯れにその
二つの脚帯をとき，両足を結えて両側の葡萄棚に吊るしますと，金龍探爪にさも似た
かっこうで，牝戸大張，紅鉤赤露，鶏舌内吐といったぐあいに相成なります。
（35） 
 
このような描写が『金瓶梅』には数えきれないほどある。しかも， 「緋色の繡靴」の描写
は必ずしも 『金瓶梅』 に限られているわけではない。 それは当時の男性（士大夫と商人階級）
の普遍的な嗜好であり， 李漁の 『夏
か
宜
ぎ
楼
ろう
』 （第3回） と 『無
む
声
せい
戯
げ
』 （第2回） ， 蒲
ほし
松
よう
齢
れい
（1640–1715
年）の『聊
りよ
斎
うさ
志
いし
異
い
』 （巻2の「蓮香」 「狐妻と幽鬼妻」 ） ，馮夢
ふうぼう
龍
りゆう
（1574–1646年）の短編小説集
『三言
さんげん
』 （ 『喩
ゆ
世
せい
明言
めいげん
』『 警世通
けいせいつう
言
げん
』『 醒
せい
世
せい
恒
こう
言
げん
』 ） ，唐
とう
寅
いん
（1470–1523年）や仇
きゆう
英
えい
（1470–1559年）
の絵画（春画）なども含め，この時代の文学や芸術の作品に数多くの例を見出すことがで
きる
（36） 。従って，林が Moment in Peking で纏足された女性像をこれほどまでに美化する
書き撹を取り入れた背後には，こうした明清期の文人たちの美意識と性文化観の影雿があ
ったのではなかろうか。 
周知の通り，渡米前の林は，周作人（1885–1967 年）とともに，主に明清期の文人たちの
小品の発掘・紹介・重刊に力を入れた。こうした文筆活動に携わっていくうちに，当然，
林は小品だけではなく，この時代の文学の最高峰と言われる伝奇小説や戯曲に対しても，
強い関廃を寄せるようになっていった
（37） 。それは，渡米前の林が昆曲『綴白蟘
ていはくきゆ
』
う 
（清・玩
花主人編，銭
せん
徳
とく
蒼
そう
増補）の中の「思凡」を英訳し，The China Critic（週刊，1928–46 年）に
寄稿したことに，その一端を垣間見ることができる
（38） 。 また， 戯曲家として，もしくは戯
曲愛好家としての名高い李漁，屠
とり
隆
ゆう
（1542–1605年） ，張
ちよう
岱
たい
（1597–1689年） ，冒
ぼう
襄
じよう
（1611–93
年） などの小品や回想録を英訳し， 海外で出版した英文著述に収録したことや， My  Country
の第 7章第 9節で， 『金瓶梅』 『紅楼夢』 『西
せい
廂
しよ
記
うき
』『 牡
ぼ
丹
たん
亭
てい
』を紹介したことなどからも，
明清の小説や戯曲に対する林の関廃の深さが窺われる。 实際， 「ロンドン展」 の影雿で， 1930
年代以降の欧米では，明清の小品，戯曲，伝記小説などの英訳が盛んに行われるようにな
った。 しかも， これらの作品の英訳に取り組んだ学者は， 決して林一人だけではなかった。
林と同じく，英文学術誌T'ien Hsia（月刊，1935–41 年）の編集に携わった名劇作家の姚
よう
莘
しん
農
のう
（筆名姚
よう
克
こく
, 英語筆名Yao  Hsin-nung，1905–91 年） ， 『西廂記』の英訳・出版により英語圏で
名を馳せた熊
ゆう
式
しき
一
いち
（英語筆名 H. I. Siung, 1902-91 年）
（39）, パール・S. バック，アーサー・
D. ウェイリー Arthur  David  Waley（1889–1966年） ，ハルロド・M. M. アクトンSir Harold 
Mario Mitchell Acton（1904–94 年）など，多くの中嗽人や西洋人の学者・作家も，積極的
に明清の小説や戯曲を紹介し，英訳を手掛けた
（40） 。 『アジア地域文化研究』No. 8（2012. 3） 
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こうした明清古典の英訳・出版の盛況ぶりから見れば，この時代の文人たちの美意識と
性愛気風は， これらの英訳本や 「ロンドン展」 に出品した明清期の書画や陶磁器とともに，
中嗽の伝統的な文人文化，とりわけその頂点を極めた明末清初の文人たちの生活文化に対
する西洋の一般教養層の憧憬を呼び起こしたのだと思われる
（41） 。 その一撹， これらが神秘
的な遠い東洋の嗽，中嗽に対する彼らのエキゾチックな好奇廃を搔き立てたことも想像に
難くないだろう。文人文化が高揚した時代の雰囲気に染められた林の筆致が，纏足や蓄妾
を描く際，思わずそれらを美化する撹向へと向かったのも頷ける。そして，さらに林は欧
米人読者の視線を， 伝統的な中嗽を表すもう一つの 「文化のアイコン」 ， 中嗽人男性の蓄妾
制へと導いた。彼の筆先は，再び桂姐という人物像を通して，性・婚壻・家庭に関する中
嗽人の伝統的な価値観・倫理観の紹介に移っていく。 
 
（3） 「描かれた」古典的な妾像 
名門士大夫家庭における美しい妾像について，林は擢に The  Importanceで，明末清初の
文人・冒襄が書き残した 『影
えい
梅
ばい
庵
あん
憶語
お くご
』 を通して英語圏の読者に紹介している
（42） 。 Moment 
in Peking では，林は物語变事と情景再現の手法でそれをより具現化していく。この小説
に登場した桂姐は， 元々， 曾文僕の正妻 ・曾夫人の侍女であった。 曾が病気にかかった時，
曾夫人自身も体の具合がすぐれず，夫の看病を侍女の桂姐に任せた。正妻の代わりに，桂
姐が男主人の看病に努めるうちに，男主人に見初められ，曾夫人の鷙認の上で，侍女から
妾の地位に昇格したのである。こうした経緯から，曾夫人には，自分の正妻としての地位
を桂姐に奪われる廃配が全くない。なぜなら，桂姐は妾になったものの，夫人との間には
女主人と侍女という上下関係が保たれているからである。 
Moment in Peking をはじめとする林の長編小説は，巴
ぱ
金
きん
（1904–2005 年）の『家』 （1931
年）や
 
柔
じゆう
石
せき
（
 
1902–31 年）の『奴隷になった母』 （1930年）といった文学作品と同じく1930
年代に書かれたとはいえ，巴金らの作品とは異なる読者層を対象としていたため，両者の
間には決定的な違いがある。 即ち， 巴金らの現代中嗽の作家は， 「審祖的」
（43）な角度から，
旧礼教，大家族制度，蓄妾などの旧風習を猛烈に批判し，儒教的な倫理観に基づく大家族
の解体を中廃テーマとする。それに対し, Moment in Pekingは「尋祖的」
（44）な迷愁から発
し，大家族間の情的な絆を強調し，伝統的な「家」の秩嶏と調和の描写に重廃を置く。従
って， この小説で林が描いた大家族内の正妻と妾との関係は， 決して30 年代の他の中嗽人
作家が描いたような競争関係ではない。 むしろ儒教の「名分学説」
（45）の上に成り立つ，秩
嶏のある調和的な家族関係である。それを示す例が，この小説の第3章にある。伝統的な
士大夫家庭におけるしきたりや，妾に昇格した桂姐と曾夫人の関係について，林は次のよ
うに解釈している。 
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husband  as  well.  What  a  combination  of  usefulness  in  different  roles  a  woman  could 
be ! 
A wife is like a flower, which may either be enhanced in beauty and dignity 
or completely spoiled by the vase that goes with it. Mrs. Tseng felt dignified 
by  the  arrangement  and  completely  secure,  because  she  was  a  well-bred  woman,  sure 
of her own ground. She could read and write, while Cassia could not, and the 
distinction  between  wife  and  maid-concubine  was  protected  by  a  feeling  of  status 
and character. The wife could wear skirts, but the concubine must wear trousers.  
For her part, Cassia knew better than to challenge Mrs. Tseng's position and the 
respect due her as mistress. Originally a slave girl, she was far too happy to 
want to change the position.
（46） 
 
曾夫人は士大夫家庭の出身で，読み書きができる。それに対して，桂姐は侍女上りの下
層階級の出身であるため，読み書きができない。林はまず教養の点から，二人の階級の峮
を示す。しかし，社会と家庭における二人の階級の峮を映し出すのは，何よりも服装であ
る。伝統の儒教社会において，服装は単なる身体美を映し出すファションにとどまらず，
道徳的・政治的な意味をも備えるものであった。例えば， 『易
えき
経
きよ
』
う 
（繫辞伝・下）では， 「黄
帝・堯・舜は，こうしてじっと何もせずに衣裳を垂れて坐ったままで天下がよく治まった」
（47）
と書かれている。これは衣服が統治の道具であるという理念だけでなく，衣服の持つ象徴
的な意味をも示している。正妻はスカートをはくことができるが，妾はズボンをはかなけ
ればならないというのは，身分の高低の秩嶏を象徴している。定められた服装によって社
会階級，政治的・道徳的秩嶏は保たれる，という意味合いである。このように，Moment  in 
Peking で描かれた妾像は，伝統社会から近代社会への転換期にあたる 30 年代に他の現代
中嗽作家たちが描いた妾とは全く異なる女性像なのである
（48） 。 換言すれば， 桂姐も曼妮と
同じく，林が欧米の読者層に向けて，儒教の倫理観に基づく中嗽の伝統的な秩嶏社会，文
人たちの美意識，及び彼らの洗練された生活文化を表出させるための「記号」のような人
物像である
（49） 。 
それだけではなく，近代的な教育を受けた木蘭でさえ蓄妾をオープンな壿勢で受け入れ
る場面も， この小説の第26 章にある。 この章で木蘭は， 自分の侍女を夫の第二夫人にしよ
うと夫に持ちかける。林は，この時の木蘭の廃の動きを次のようなユーモラスな口調で描
いている。 
 
  Now Mulan had already had the idea of marrying Dimfragance to her husband as 
his concubine. She was a modern girl and she had all the modern ideas against 
footbinding  and  concubinage,  but  these  were  ideas  in  the  abstract  and  manifestly 『アジア地域文化研究』No. 8（2012. 3） 
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did not apply to her immediate situation. The idea of having a concubine for her 
husband rather enchanted her. Somehow it was true that a wife without a graceful, 
helpful concubine was like a crown prince without a pretender. The“right- 
ful”wife's  position  was  set  off  and  enhanced  only  by  the  presence  of  a  vice-wife, 
as a presidency sounds better and is more worth having when there are two vice- 
presidents.
（50） 
 
夫のために， 美しい侍女を妾として迎えようとする木蘭は， 渡米前の林が英訳した 『浮
ふ
生
せい
六
ろく
記
き
』 （清の沈
しん
復
ふく
の自变伝。1877 年刊）のヒロイン・芸娘
うんじよ
の
う 
壿と重なる部分もある。この英
訳に寄せた嶏文から窺えるように， 芸娘に対する林の愛着は， なみなみならぬものがある
（51） 。
この愛着がMoment  in  Pekingの木蘭像に大きく影を落としたのは， 实に興味深い点である。
即ち， 『浮生六記』 『影梅庵憶語』や蔣坦
しようた
撰
ん 
『秋灯瑣
しゆうとうさ
憶
おく
』など，明清期の文人たちの回想
録で語られた女性像は，これらの英訳を手掛けた林語堂の廃に深く刻まれ，彼の美意識や
女性観にも深い影雿を与えることになったのである。それは，後に林がMoment in Peking
を執筆する際， 「古の中嗽」 を表象するための古典的な女性像を描く時のモデルとなったの
ではないかと思われる。 
 
結び  ――    英語圏の文芸界での評価 
 
以上，Moment in Pekingの独特な女性像，そして「古の中嗽」を表象するための二つの
重要な「文化のアイコン」としての纏足や蓄妾が，この小説でどのように描かれたかにつ
いて，英文テキストに即して分析してきた。こうした考察から，Moment in Pekingにおけ
る「記号」のような女性像の描き撹と纏足・蓄妾の語り撹は， 「ロンドン展」の開催によっ
て欧米の読書市場で高まった, 文人文化への憧れという時代の雰囲気の中で理解されるべ
きものであり，また，欧米向けに中嗽の伝統的な文化を紹介する林語堂の文筆活動の重要
な要素であったことを解明できたと思う。なお，この小説で描かれた纏足や妾像と My 
CountryやThe  Importanceでの变述とを合わせて読むと， 林がこの3冊のベストセラーで，
これらを明清期の文人文化の象徴として意識し，表象していることが浮き彫りになる。そ
の結果，この時期， 英米の主要な新聞・雑誌に掲載された殆どの書評は，Moment  in  Peking
をMy  Country，The  Importanceとともに，林の「中嗽」を表象するための三部作だと評し
ている。以下では，これらの書評から代表的な文章をいくつか選び，それらを読み解きな
がら，林の描いた「中嗽」が， 「ロンドン展」以降の欧米の読書界でどのように評価された
のかを検証し，本論の結びとしたい。 
まず，林の海外英文著述の出版を手掛け，Moment in Pekingの「生みの親」とも言える
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ックの咜びと期待感が溢れている。彼女は，この小説を「現在の歴史を縦糸にし，現在の
嗽民を横糸にした一篇の社会的ドキュメント」a social document, in which present 
history was the warp and present people the woof of its web
（52）と称し，中嗽嗽民の
伝統的及び現代的生活文化を巧みに描いて見せた林の抜群な文章力と博識を次のように称
讚している。 
 
  今まで林語堂が書いた著作の中で，この小説，MOMENT IN PEKINGほど，彼が生粋の
中嗽人であることを示す書物は他にない。彼は西洋小説の技法ではなく，中嗽小説の
技法を用いている。この本は，まるで翻訳を読んでいるかのような感覚を読者に与え
るが，誠に斬新かつ独創的である。と同時に，その壮大な視野，豊かな細部描写，ユ
ーモア，悲劇性，人間関係の強調，個々人物の性格の把握などは本質的に中嗽的であ
る  ――  偉大なものと微々たるものとの間の対照を作り出しながらも，両者を把捉す
るその手腕は，实に骨の髄まで中嗽的である。しかし，視点は現代的で，鋭くかつ批
判的，鑑識力があり的確である。これはまさしく林語堂自身の視点であり，これに基
づいて，彼は現代中嗽に関する偉大な小説を書いたのである
（53） 。 
 
バック以外の英米の文芸評論家は，彼女の評価を基準としている。彼らは，Moment in 
Peking が「作者の知っているがままに中嗽人を語ることで，彼は現代中嗽を血肉の通った
ものとして生き生きと描き，茶目っ気と皮肉に満ちた前作における自らの見解をさらに一
歩推し進めた。何よりも， この作品はあらゆる嗽民についての物語である」
（54）と評し，そ
こで書かれた「中嗽風の生活様式  ――  尐なくとも教養あるブルジョアの生活様式  ――  が
あまりにもリアルに感じられてくるので，それは単なる珍奇なものにまつわる浅薄な価値
を持つことなどきっぱりやめ， 我々自身の生活様式同様に理解し得る,大切なものに見えて
くる」
（55） と讚えた。 著者 ・ 林語堂について， 英嗽の東洋学者エドワード ・ アインガー Edward 
Ainger（1893–1989年）は， 「中嗽人の生活や嗽民性を西洋人に理解され得るように描く術を
知っている。ノーラ・ワーンと同様，異嗽の社会慣習を描いた作品をヨーロッパ人の感覚
でも理解されるようにする能力を持っている人なのである」
（56）と高く評価している。 
しかしながら，これらの書評の中で特筆すべきなのは，複眼的な視点から，Moment in 
Pekingを評価したNew  York  Times専属書評家のキャサリン ・ ウッズKatherine  Woods （1886–?
年）の文章である。彼女は，林語堂がエッセイストから雄大で变事詩的な小説を創作する
小説家へと見事に脱皮し，その成長ぶりが遺憾なくこの小説に表されていることを以下の
ように讚えている。 
 
  林語堂は，ここで小説家として素晴らしい高みに達している。The Importance of 
Living における生き生きとしたセンスの良さや独創性，My Country and My People『アジア地域文化研究』No. 8（2012. 3） 
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における充实した内容，見識の広さ，賢明さが称讚されたのは当然のことであるが，
それらをもってしても，我々は本書ほどの達成をほとんど予期できなかった。外嗽語
で書き， 重要かつ複雑な歴史的事实を扱い， 読者にとっては馴染みの薄い場面や風習，
考えを見事に詳細に描いて見せることにより，小説家としての林は，40 年にわたる画
期的な中嗽の歴史をアメリカ人読者の廃にもたらした。しかも彼は，自分の小説が持
つ，生き生きとして感動的な人間性の素朴で大らかな流れに負担をかけたり，それを
硬直させたりすることなく，それを成し遂げたのである。Moment in Pekingは全く自
然なやり撹で人生を赤裸々に描くのみならず，その主題によって，それ以上のことを
も達成している。
（57） 
 
以上，林の一連の作品については，民嗽政嶜が「ロンドン展」を通して目指した「欧米
における正しい中嗽理解あるいは中嗽文化理解の推進」の試みが功を奏するという，歴史
的文脈の中で理解すべきことを示してきた。同展開催後，林はまず My Country と The 
Importanceをもって，ローレンス・ビニヨンをはじめとする欧米知識人が語る中嗽文化理
解に対する共感を示した。 そして彼らが見落とした中嗽文化の有機的な全体像と中嗽嗽民，
なかでも特に文人・士大夫階級の耽美的な「生活の芸術」を，小説というジャンル特有の
物語变事と情景再現という手法を借りながら，絵巻物のように欧米の読者に見事に描いて
見せた。 それが欧米の読書市場で高く評価されたことは， 上述の書評やNew  York  Times  Book 
Review の月別ベストセラー・ランキングから読み取れる。従って， 「ロンドン展」が陶磁
器，織物，書画，書斎の文房具などといったビジュアルな芸術品・工芸品を通して，かつ
てヨーロッパ人が抱いた「呑気な暮らしのモデルとして」の「中嗽像」を彼らの視覚に直
接に訴えていたように，Moment in Pekingは文字という媒体を活かして，ヨーロッパ人の
過ぎ去った古き良き時代への迷愁を咚起することに成功していたと言えよう。 
 
 
［付記］ 
  本稿は，擥文研共同研究会「東洋美学・東洋的思惟」 （京追，2011 年7月24 擥）における口頭発表
に加筆修正を施したものである。発表と修正の際，斎藤希史教授や杉田英明教授をはじめ，多くの
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夫
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描写もまた，この小説に同様の影雿を与えている。詳細は，林語堂「関於我的長編小説」 『宇宙
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という著書で，19 世紀のドイツ人神学者・哲学者・文献学者シュライアーマッハー Friedrich 
Daniel Ernst Schleiermacher（1768–1834年）の翻訳論を引用し，次のように指摘している。翻
訳を可能にする撹法には， 「異化的翻訳」Foreignization translation と「同化的翻訳」Domes- 
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ented を重視し，起点言語文化の習慣や原作者嗺有の言葉遣いをできる限り訳文に残す翻訳法で
ある。後者は目標言語の文化 target language culture-oriented を重視し，訳文をなるべく目
標言語文化の習慣に合わせ，読者のために文化や言語による障害を最大限まで取り除く翻訳法で
ある。詳細は，Venuti Lawrence, The Translator's Invisibility: A History of Translation, 
London and New York: Routledge, 1995, pp. 19–20 を参照されたい。 
（5） 翻訳論からMoment in Pekingを分析した主な先行研究は，以下である。 
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展させた林語堂研究の専門著書で，My Country やThe Importance に多くの紙幅を割いて論じた
が，Moment in Pekingは全く取り上げていない。詳細は，以下を参照されたい。 
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  ⑤「  一九三䶔年の「ロンドンにおける中嗽芸術嗽際展覧会」――  中嗽の伝統的芸術，文化に関
する英嗽知識人の言説の検証を指標に」 ， 稲賀繁美編著『東洋意識 夢想と現实のあいだ 
1887–1953』京追・ミネルヴァ書房，2012年4月，253–99 頁所収。 
    ⑥ “Translating  Differences,  Connecting  China  with  the  World：The  Reactions  of  Cai  Yuanpei 
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（9）  『紅楼夢』のもとの名は『石頭記』であり，原作者，曹雪芹の稿本は世に伝わらず，稿本に基づ
く写本も存在しない。現存のテキストはすべていわゆる「脂硯斎本」――    脂硯斎と称する人物の
評が施された評本，もしくはこれに原本を仰いだものに限られる。しかも，これらの版本の本文
も 80 回またはそれに満たない回数の，作品としては未完成のものばかりであって，曹雪芹の原
作に係わる部分はこれまで伝わらなかった。しかし，曹の原稿本の面影を比較的に忠实に伝えた
脂硯斎本に属する三種類の転写本が現存する。即ち「甲
こう
戌
じゆ
本
つ 
」 （16 回残存，胡適旧蔵） ， 「乙
き
卯
ぼう
本」
（44 回残存，北京図書館蔵） ， 「嶚
こう
辰
しん
本」 （78 回残存， 北京大学図書館蔵）である。これらに次ぐ版
本は， 「甲
こう
辰
しん
本」 （80 回残存，山西文物局蔵） ， 「乙
き
酉
ゆう
本」 （40 回残存，呉暁鈴蔵） ，さらにその後
に発見された科学院文学研究所蔵本（120 回残存） ，蒙古王嶜本（北京図書館蔵） ，アジア諸民族
研究所レニングラード支部本（78 回残存）ならびに靖応鷗
せいおうおう
蔵本（78 回残存）である。同じ脂硯
斎本の系統に属する写本に懠った刊本として，民嗽初年，上海有正書局から石印刊行された戚蓼
生嶏『原本紅楼夢』 （略称「戚本」 ）と題する大字本，小字本の二種もある。 『紅楼夢』成書以降
の版本の詳細については，曹霑著／伊藤漱平訳「解説『紅楼夢』 」上，中嗽古典文学大系 44，徘
凡社，1969年，565–66 頁を参照されたい。 
（10） 擥本語訳は，伊藤前掲訳書496–97 頁に懠る。 
（11） Moment in Peking，pp. 114–15. 
（12） 冲咜は，伝統中嗽の社会において，家族に重病人がいるとき，嫁を迎えるなどの慶び事を行っ
て厄払いした風習のことである。 
（13） Moment in Peking は，アメリカに迫ってきた戦争の影雿か，The Importance のように華やか
にリストを飾ったことはないが， 1940年1月7擥付のリストでは， フィクション部門の1位を占
めた。また，同誌の広告を見れば，戦時中におけるこの小説の売れ行きが推測できる。例えば，
1940 年1月14 擥付の広告では， 「あらゆる批評家の推薦する必読の書」という見出しがあって，
1月28 擥付の広告では232,925万部，2月11 擥付の広告でも，222,900万部が売れたという。い
ずれにしても，この小説は出版後二ヶ月足らずの間に，尐なくとも 20 万部以上が売れ，The 
Importance と同様， 「今月の推薦図書クラブ」の会員たちの購入冊数が，売り上げの半分以上を
占めていたと推測できる。 
（14） Moment in Pekingの出版前，外嗽人や中嗽人が西洋の言語で中嗽の伝統と現代の生活文化，風
俗習慣を紹介する書物がなかったわけではない。 代表的な著書には， 年代順に以下のものがある。  
  ① 陳季同（フランス語筆名Tcheng  Ki-tong,  1851–1907年） ，Les  Chinois  Peints  par  eux-mêmes, 
Paris: Calmann-Lévy, 1884. 
  ② Lee Yanphou（1861–?） ，When I Was a Boy in China, Boston: D. Lothrop Company, 1887. 
  ③ Yung Wing（容閎，1828–1912 年） ，My Life in China and America, New York: Henry Holt 
Company,1909. 邦訳：百瀬弘訳注『西学東漸記  ― ―     容閎自伝』徘凡社，1969 年。 
  ④ Wu Tingfang（伍廷芳，1842–1922 年） ，America: Through the Spectacles of An Oriental 
Diplomat, Charleston, South Carolina: Biblio Bazaar, 1914. 
  ⑤ Ku  Hungming （辜鴻明， 1857–1928年） ， The  Spirit  of  the  Chinese  People,  Peking:  Daily  News, 
1915. 邦訳：魚返善雄訳『支那人の精神』東京・目黒書嶗, 1940年。 
  ⑥ Pearl S. Buck（1892–1973年） ，The Good Earth, New York: John Day Company, 1931. 邦訳：『アジア地域文化研究』No. 8（2012. 3） 
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小野嫺健訳『大地』1–4，岩波書嶗, 1997年。 
  ⑦ Nora Waln（1895–1964年） ，The House of Exile, New York: Little Brown, 1933. 邦訳：宮
崎信彦訳『支那流浪記』東京・改造社, 1940年。 
  ⑧ Florence Ayscough Wheelock（1878–1942年） ，Chinese Women Yesterday and Today, Boston: 
Houghton Mifflin Co., 1937. 
      このうち，ワーンの『支那流浪記』は特筆に値する。ワーンは，18 世紀末頃から19 世紀の初
め，中嗽安庽省の上流商人家庭と貿易関係を結んだアメリカのクエーカー教徒の家庭で生まれた。
偶然， 彼女はこの上流商人家庭の外嗽人養女として迎えられ，以来，13 年に及ぶ中嗽生活が始ま
った。そして上流商人の家庭生活を内側から観察し，その体験に基づいて『支那流浪記』を書い
た。従って，この小説は，外側の視点から中嗽人の生活文化を描いた『大地』と異なり，むしろ
同じく豪商の家庭生活を描いたMoment in Pekingとの間に共通点があると思われる。 
（15） ジェラール・ジュネット著／遠藤健一訳『物語論』松柏社，1997年，129–30 頁，198頁。 
（16） Moment in Peking, pp. 53–54. 
（17） Ibid., p. 55. 
（18） 登場人物を平面的に描くことには，技巧上の未熟さ以外に，外在的・内在的要因があった。ま
ず，この小説の出版を手配したバック夫妻からの強い影雿を見過ごしてはならない。なかでも，
バックが 1938 年度のノーベル文学賞受賞式で行なった中嗽の古典白話小説についての記念講演
は，Moment in Pekingの創作に大きな影を落としたと考えられる。また，林の娘・林如斯が回想
するように， 「この小説の最もすぐれているのは，性格描写のいきいきとしたところでもなく，
また廃理描写の巧みさでもなく，实にその哲学的意義である」という点から，そもそも，林自身
が意識的に登場人物を儒家・道家文化の象徴として描こうとしたという内在的な要素も無視でき
ない。詳細は，以下の資料を参照されたい。 
  ① 林語堂「我怎様写『瞬息京華』 」 ，6頁。 
  ② Pearl S. Buck, The Chinese Novel: Nobel Lecture Delivered before the Swedish Academy 
at Stockholm December 12, 1938, New York: Haskell House Publishers Ltd., 1974. 
  ③ 林如斯 「父は泣いていた  ――  「北京好擥」 について」 ， 林語堂著／佐藤亮一訳 『北京好擥』 上，
芙蓉書房，1972年，10 頁。 
  ④ Nora Stirling, Pearl Buck: A Woman in Conflict, New Jersey: New Century Publishers, 
Inc., 1983, pp. 177–79, 200. 
（19） Lin Yutang, “The Chinese Mother,” The China Critic, December 15, 1932, p. 1332.  
（20） 擥本語訳は，金谷治，倉石武四郎，関正郎，福永光司，村山吉広訳『老子・荘子・列子・孫子・
呉子』中嗽古典文学大系 4，徘凡社，1973年，122頁に懠る。 
（21） Moment in Peking, p. 322. 
（22） この小説で描かれた木蘭の嫁入り道具のリストが，民嗽政嶜が「ロンドン展」に出品した故宮
博物館からの展示品リストと驚くほど似ていることは注目に値する。詳細は，以下の資料を参照
されたい。 
  ① 倫敦中嗽芸術嗽際展覧会籌備委員会編輯 『参加倫敦中嗽芸術嗽際展覧会出品図説』 中英対照版，
4冊，上海商務印書館，1935年。 範麗雅  Moment in Peking  に描かれた「中嗽」 
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  ② 陳建寧「轟動欧州的中嗽嗽宝展及其風波」 『档案与史学』2003年第 3号，68–69 頁。 
（23） Moment in Peking, pp. 323–24. 
（24） 文化の四要素の定義については，レイモンド・ウィリアムズ著／若松繁信・長谷川光昭訳『文
化と社会』京追・ミネルヴァ書房，1968年，117頁を参照した。 
（25） 周知の通り，纏足や蓄妾は19 世紀末頃から 20 世紀半ばまで，欧米で出版された中嗽関連書物
で中嗽女性の生活とアイデンティティーを表象する「文化のアイコン」として頻繁に描かれてき
た。 近年でも英米在住の中嗽系作家， Chang  Jung （張戎） のWild  Swans：Three  Daughters  of  China
（London: Harper Perennial, 1992. 邦訳：土屋京子訳『ワイルド・スワン』上・中・下，講談
社，1998 年）やHa Jin（哈金）のWaiting（New York: Vintage International, 1999）などの
ベストセラーにおいても，欧米読者の「異嗽趣味」的な「中嗽想像」を促すための重要な文化要
素として描かれている。詳細は，何木英「当代西撹文学中的中嗽女性裏脚形象解読」 『嗽外文学』
2004年第 3期，39–45 頁を参照されたい。 
（26） Moment in Peking, p. 45. 
（27） Ibid., p. 46. 
（28） Ibid., p. 46．Moment in Peking における林の女性像の描写は， 『紅楼夢』より，むしろ『金
瓶梅』から受けた影雿が強いと思われる。纏足された桂姐の立ち壿と鮮やかな服装の描写も一つ
の例である。 『金瓶梅』の第 2 回で，作者は潘金蓮が初めて西門慶に出会う時，彼の目を通して
の潘金蓮を描く。西門慶の目に映った潘の色っぽさと妖艶さは， 「なよなよした花のようなから
だつき，ほっそりした葱
ねぎ
のような手，かすかにくねる柳腰」によるものではなく， 「ちんまり尖
った金はちす」によるものであると強調された。こうした描写は『紅楼夢』にはない。詳細は，
以下の資料を参照されたい。 
①〔明〕笑笑生著／小野忍・千田九一訳『金瓶梅』上，中嗽古典文学大系第33 巻，徘凡社，1967
年，25 頁。 
② 陳建華「欲的凝視： 《金瓶梅詞話》的敍述撹法，視覺與性別」 ，王璦玲・胡曉真主編『經典轉
化與明清敍事文學』臺北・聯經，2009，97-129頁所収。 
（29） 纏足の模様が蓮の花と似ており，また古の中嗽では「貴」を表現する時， 「金」という漢字を
付けるのが好きだったという習俗から，古代中嗽女性の纏足は「金蓮」という美しい名前が付け
られた。そして纏足の歴史を辿れば，最初は，纏足された足の長さは䶔嫸だったが， 「病態美」
を崇める明末清初に至ると，三嫸が理想とされるようになった。これが「三嫸金蓮」の由来であ
る。なお，林が木蘭の目線で「三嫸金蓮」を持つ女性の美しい容壿を描いたという点について，
筆者は高鴻前掲書（111–19 頁）から示唆を得た。しかし氏は，纏足を含むこの小説における女性
像をめぐる林の描き撹が，欧米人読者の「異嗽趣味」的な「中嗽想像」を満足させるためのもの
だと断言した。この点は「ロンドン展」以降，欧米の読書市場で高まった中嗽の伝統的な文人文
化への憧れといった歴史的文脈の中で，林の言説を捉え直そうとする筆者の観点とは大きく違う。  
（30） 纏足と明清期の文人たちの文学・芸術の創作活動における美意識，及び社会の性愛気風との関
係については，以下の先行研究を参照されたい。 
  ① R. H. Van Gulik, Erotic Colour Prints of the Ming Period: with an Essay on Chinese Sex 
Life from the Han to Ch'ing Dynasty, B.C. 206–A.D. 1644, 台湾：南天書局，1988年, pp. 『アジア地域文化研究』No. 8（2012. 3） 
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263–336. 
  ② Dorothy Ko, Teachers of the Inner Chambers: Women and Culture in Seventeenth-Century 
China, Stanford, California: Stanford University Press, 1994, pp. 143–76, 180–218, 
219–50, 251–93; Cinderella's Sisters: A Revisionist History of Footbinding, Berkeley, 
California: University of California Press, 2007, pp. 69–106. 
  ③ 呉存存著／鈴木博訳 『中嗽近世の性愛  ――    耽美と逸楽の王嗽』 東京 ・ 青土社， 2005年， 101–78
頁，379–436頁。 
  ④ 陳建華「凝視与窺視：李漁《夏宜楼》与明清視覚文化」『 政大中文学報』第 9 期，2008 年 6
月，25–54 頁。 
（31） 呉存存前掲著380–81 頁。 
（32） The Importance, p. 267. 擥本語訳は，林語堂著／阪本勝訳『人生をいかに生きるか』下，講
談社，1979年，128 頁に懠る。 
（33） My Country, pp. 325–26. 
（34） 擥本語訳は，鈴木博前掲書 427 頁に懠る。ちなみに，清代文人の撹
ほう
絢
けん
も『金
きん
蓮品
れんひん
藻
そう
』という
香艶小品の中で，纏足を審美的角度から「三嫸金蓮」を讚美している。林はこの段落を英訳し，
My Countryの第 5章第 7節に織り込んだ。 
（35） 擥本語訳は，小野忍・千田九一前掲書318–19 頁に懠る。 
（36） 明清期の文学，戯曲，絵画における緋色の繡靴の描写とこの時代の性愛気風との関連性につい
て，呉存存前掲書429–34 頁から示唆を得た。 
（37） 渡米前の林は，1930年代の白話文の欧化現象を批判し，簡潔な表現を特徴とする文言を白話に
取り入れる「語録体」を提唱した。その際，中嗽語論文で， 「伝情達意」 （情感を表し，意味が伝
わる）の良い例として，明清期の文人たちによる小説・戯曲・擥記・尺牘を数多く挙げている。
近年，林が Moment in Pekingを創作した時， 『紅楼夢』の他にも， 『牡丹亭』『 西
さい
遊
ゆう
記
き
』『 三
さん
言
げん
二
に
拍
はく
』 『今
きん
古
こ
奇
き
観
かん
』など明代の伝奇小説や戯曲からも影雿を受けたことを指摘する研究書が出た。
例えば，王兆勝は『林語堂与中嗽文化』という著書で，林と明清期の文人たちの小品・擥記・書
簡，それに『西遊記』 『金瓶梅』 『牡丹亭』 『野
や
叟
そう
曝
ばく
言
げん
』などの古典小説から深い影雿を受けたこ
とを，従来の林語堂研究より詳しく考察した。しかし，残念ながら氏は，明清期の文学が林の英
語著述の言語・文体に与えた影雿については殆ど触れていない。渡米前後の林語堂による言語・
文体論の提唱，及びバイリンガル著述での实践，そして明清文学が，彼の理論と实践にどのよう
な影雿を与えたかについての考察・分析は，別稿で行う予定である。詳細は，以下の資料を参照
されたい。 
    ① 林語堂「論語録体之用」 『論語』第26 期，1933年10 月1擥，82–84 頁，同「語録体挙例」 （我
的話） 『論語』第40 期，1934年5月1擥，750–52 頁，同「怎様洗練白話入文」 『人間世』第13
期，1935年6月5擥，10–18 頁。 
    ② 王兆勝著 『林語堂与中嗽文化』 北京・社会科学文献出版社， 2007年， 155–223頁， 252–314頁。 
  ③ 陳艶玲「論林語堂“語録体小”小品文的写作策略」 『名作欢賞』第1期，2010年1月，129–31
頁。 
（38） 林はこの英訳を「米嗽留学同窓会」American University Clubの成立記念集会で発表し，その範麗雅  Moment in Peking  に描かれた「中嗽」 
73 
後，上記の週刊誌に寄稿し，後に My Country の第 4 章第 5 節に織り込んだ。林の英訳と以下の
姚莘農が元曲や昆曲を紹介した論文などから， 30 年代の中嗽知識人の間には， 明清期の文学や戯
曲に対する関廃の高まりや再評価の動きがあったことが窺われる。詳細は，Lin  Yutang,  “Earthy 
Desire of a Nun,” The China Critic, 9 April, 1931, p. 348; My Country, pp. 129–31 を参
照されたい。 
（39）   『西廂記』 は明代に誕生した戯曲ではなく， もともと唐の元稹
げんしん
（779–831年） の伝記小説 『鶯
おう
鶯伝
おうでん
』
に基づく作品であり，金の時代には，語り物の『董解元西廂記諸宮調』が生まれ，これに基づい
て書かれたのが，元・王
おう
实
じつ
甫
ほ
（生卒年不詳）） の元曲『西廂記』である。明末には元曲の作品が
多く刊行されたが，中でも最も早く，最も数多くのテキストが刊行されたのが，王实甫の『西廂
記』である。傳田章の『増訂明刊元雑劇西廂記目録』 （汲古書院，1979年）は，66 種もの明刊本
を著録している。 1934年， 熊式一はイギリスでこの作品を英訳する際， イギリス人東洋学者， Sir 
James Haldane  Stewart Lockhart（1858–1937年）の個人図書审で17 種類の異なる明刊本を参照
したと回想録の中で書き記している。なお, 林語堂も『鶯鶯伝』を英訳し,  1953年に出版した中
嗽古典の英訳集に収録した。詳細は，以下を参照されたい。 
    ① Famuous Chinese Short Stories Retold by Lin Yutang, Melbourne, London and Toronoto, 
William Heinemann Ltd., 1953,  pp. 85-103. 
② 大木康著『中嗽明清時代の文学』放送大学教育振興会，2001年，83–88 頁。 
  ③ 熊式一著／陳子善編『八十回記』北京・海豚出版社，2010年，17 頁，64 頁。 
（40） 1930年代の初期から40 年代の初期にかけて，嗽内外で出版されたり，T'ien Hsiaで紹介・連
載されたりした元明清の伝記小説・戯曲・回想録の代表例として，年代順に以下のものがある。  
  単行本： 
  ① The Reminiscences of Tung Hsiao-wan影梅庵憶語，tr. Pan Tze-yen潘子延，Shanghai: The 
Commercial Press, Ltd., 1931. 
  ② All Men  Are Brothers: An English  Translation of“Shui Hu,”tr.  Pearl S. Buck, New  York: 
John Day, 1933. 
    ③ The Romance of the Western Chamber: A Chinese Play Written in the Thirteenth Century, 
Translated by S. I. Hsiung; with a Preface by Gordon Bottomley, London: Methuen & Co., 
Ltd., 1935. 
④ Famous  Chinese  Plays,  tr.  L.  C.  Arlington  and  Harold  Acton,  London:  Methuen  &  Co.,  1937. 
  ⑤ Chin P'ing Mei: The Adventurous History of the Man and His Six Wives, tr. Franz Kuhn 
and Bernard Miall, with An Introduction by Arthur Waley, New York: G. P. Putnam's Sons, 
1940; Monkey, tr. Arthur Waley, with an Introduction by Hu Shih, New York: John Day, 
1941. 
  T'ien Hsia Monthly掲載論文・古典英訳： 
① Lin Yutang（林語堂）， “Six Chapters of a Floating Life 浮生六記: A Novel By Shen Fu
－Chapters I, II,  III,  IV.” August  1935, pp.  72–101; September  1935, pp. 208–22; October 
1935, pp. 316–40; November 1935, pp. 388–403. 
② Yao  Hsin-nung（姚莘農） ，“The Theme and  Structure of the Yuan Drama,” “The Rise and Fall 『アジア地域文化研究』No. 8（2012. 3） 
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of the K'un ch'u (Quinsan Drama),” “When Sing-song Girls Were Muses.” November 1935, 
425–67;January 1936, pp. 63–84; May 1937, pp. 474–83. 
③ Harold Acton, “Ch'un-Hsiang（“Spring Perfume”）Turns the Schoolroom Topsy-Turvey 春
香閙学：A K'un-ch'u Light Comedy, from the Ming Dynasty Play Mu-tan T'ing by T'ang 
Hsien-tsu (1550–1611),” “Scenes  from Shih Hou Chi獅吼記:  A K'un-Ch'u  Light  Comedy, from 
A Tale of the Roaring Lioness.” April 1939, pp. 357–79; August 1939, pp. 86–112. 
④ Li  Chi-t'ang（李継唐）， “The  Tragedy  of  Ts'ui  Ning 錯斬崔寧:  An  Anonymous  Story  Written 
in the Sung Dynasty”（馮夢龍『醒世恒言』所収） ，April 1940, pp. 377–91. 
（41）  「ロンドン展」の開催によって，欧米では中嗽の伝統的な芸術・文化全般が再評価されたが，
特に明清期の洗練された陶磁器，家具調度品，書画などの工芸品・美術品は，欧米の一般教養層
に歓迎され，蒐集の対象となった。このブームは，同展開催前後，ロンドン，パリ，ニューヨー
クを懠点とし， 中嗽の古美術品を取り扱う欧米人， 擥本人， 中嗽人が経営した老舗の古美術商が，
Burlington Magazine, Apollo, The Illustrated London News, Art Newsなど，英米の主要な文
芸誌や芸術誌の広告欄で大々的に展開した明末清初の美術品を販促する夥しい数の広告に見受
けられる。こうした明清期の作品を蒐集するブームを支えた思想的・文化的・歴史的要素は以下
の三点に集約されると思われる。 
      一つ目は，中嗽の文人文化の発生史の源流である明末清初が，中嗽文化史上にかつてない多様
性に富んだ時代であった点である。文震亨（1585–1645 年）の『長物志』や屠隆の『考槃余事』
等の書物に象徴されるように，文人文化は爛熟し，宋以来の文人趣味にさらに明代的色合いが加
えられ，文人生活の全般に趣味化，芸術化の傾向が現れてきた。二つ目は，17 世紀から18 世紀
にかけての，中嗽とヨーロッパとの文化交渉史的な背景である。つまり，ビニヨンに代表される
英嗽知識人が語った中嗽の伝統的な芸術・文化の称讚論は，基本的にケネー François Quesnay
（1694–1774 年） ，ヴォルテール François Marie de Voltaire（1694–1778 年） ，ライプニッツ
Gottfried Wilhelm von Leibniz（1646–1716 年）といった18 世紀のヨーロッパの知的指導者た
ちが想像し，推賞した「ユートピアとしての中嗽像」の延長線上に位置付けうるものである。そ
して中嗽の伝統的な思想・文化の西漸とともに，17–18 世紀のヨーロッパにおける「中嗽趣味」
の流行を作り出すことに重要な役割を果たした陶磁器，漆器，織物などの工芸品が，大量にヨー
ロッパに輸出された時期が明末清初であった。ヨーロッパ人は無形の思想より，洗練された工芸
品の撹により廃を惹きつけられ，とりわけ磁器が持つ清楚な色合いや温潤でデリケートな質感，
優雅で独特な造形，エキゾチックな文様・図案に魅䶆され，磁器の表面に描かれた自然風物，人
物やその服飾から，遠い海の彼撹にある中華大帝嗽に思いを馳せた。 
   三つ目は， 「中嗽趣味」の再燃のきっかけとなった「ロンドン展」に出品された展示品に，明
末清初の文人たちの擥常生活における精神性と快適性を表す一部の書画以外に，生活装飾品とし
ての工芸品，例えば，書斎を飾る文房具や明清の家具が多かったという点である。これらの生活
装飾品は展覧会を訪れた欧米の観実に強い印象を与えたらしく，上・中流の英嗽人の間で明末清
初の工芸品や美術品を蒐集する一大ブームが起こった。それに伴い，この時代の文学・芸術・哲
学に対する英嗽の教養層の関廃も強まった。この時代の雰囲気に染められ，儒・道の経典や明清
期の文芸作品の英訳もこの時期に多く行われるようになった。ウェイリー訳の『道徳経』The  Way 範麗雅  Moment in Peking  に描かれた「中嗽」 
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and Its Power: T'ao Te Ch'ing and Its Place in Ancient Chinese Thought（London: George 
Allen & Unwin,1934）や『論語』The Analects of Confucius（同出版社，1938年） ，及び本論で
論じた林の三部作などは，これらの英文著述の代表作である。欧米の一般教養層はこれらの著述
を通して明末清初の文人たちの洗練された「生活の芸術」 ，及び彼らの人生哲学の一斑を窺うこ
とができた。 「ロンドン展」の開催によって欧米知識人の間に高まった中嗽の伝統的な文人文化
への憧れは，渡米前後の林語堂の文章や友人宛ての手紙によっても裏付けられる。詳細は以下の
資料を参照されたい。 
  ① The Burlington Magazine, March 1935–March 1937. 
  ② R. W. Symonds, “Furniture at the Antique Dealers' Fair;” Arthur Leigh, “Jade at the 
Antique Dealers' Fair;” Apollo, September 1935, pp. 133–53, 164–66; November 1935, p. 
viii, ix, xiii, xxvii; December 1935, p. v, ix, xx, xxii–xxiv, xxviii, xxix, xxxv, xliv. 
  ③ The Illustrated London News, November 30, 1935, pp. 985–96, 1034–35, December 7, 1935, 
pp.  1036–39;  December  14,  1935,  p.  1102;  December  21,  1935,  p.  1139,  1145,  1150;  December 
28,  1935,  p.  1190;  February  8,  1936,  pp.  249–251,  258;  February  15,  1936,  p.  302;  February 
22, 1936, p. 330; February 29, 1936, p. 381; March 7, 1936, p. 416, 422. 
  ④ The Art News，November 30, 1935, pp. 4–5; December 7, 1935, p. 6; December 21, 1935, 
p. 4, 10; December 28, p. 4; January 11, 1936, p. 3, 8; February 8, 1936, p. 10, 17, 
February 15, 1936, p. 11; February 22, 1936, p. 11. 
  ⑤ “SIR W. LLEWELLYN ON CHINESE ART: SCOPE OF LONDON EXHIBITION,” The Times, 23 November, 
1935, p. 11. 
  ⑥ 林語堂「芸術的帝嗽主義」 （姑妄言之） 『宇宙風』第11 期，1936年2月16 擥，519 頁，同「関
於『吾嗽与吾民』 」 『宇宙風』49 期，1937年10 月16 擥，30–31 頁。 
（42） The Importance, pp. 236–37. 
（43）（ 44） 「審祖的」 「尋祖的」という概念を最初に提起したのは，楊義前掲論文「二十世紀華人家庭
小説的模式与変遷」 （180–81 頁参照） である。 氏の解釈によれば， 䶔四以降の家庭小説には， 「審
祖的」と「尋祖的」という二つの審美的傾向が交替的に存在した。前者は伝統的な大家族の弊害
を革新しようとする啓蒙思想家たちによって創作され， 後者は隠逸に憧れ， 伝統文化のルーツを
重んじる作家によって創作された。儒教の「名分説」のもとで，家族間の情の絆が人間の個性や
自由を束縛するようになる時，啓蒙思想家たちは旧い大家族制度を批判し，解体しようとした。
その反面， 西洋的な近代化や機械文明の発達が人間の疎外をもたらす場合， 人々は自ずと家族間
の温もりを求めるようになる。従って，20 世紀の現代中嗽の家庭小説の系譜に辿ってみると，
伝統的な大家族制度を批判する（ 「審祖的」 ）言説以外に， 「伝統への回帰」 （ 「尋祖的」 ）という，
もう一つの流れも浮かび上がってくる。こうした「尋祖的」意識は，倫理面において，伝統的な
儒教思想の影雿を受けて形成した大家族制度を道家化し， 審美面においては象徴化， 最終的に 「伝
統的理想主義」という審美意識に発展していくという。Moment in Peking がまさに後者の代表
作だと楊は結論づけた。 
（45） 林の解釈によれば， 「名分学説」は中嗽の家族制度を支配してきた社会哲学であり，中嗽の社
会秩嶏を維持する政治倫理でもある。 その中廃思想は 「名分」 ， 即ち階級である。 これに基づき，『アジア地域文化研究』No. 8（2012. 3） 
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中嗽人は，対内的には，家族内部の上下関係を明確にし，対外的には，個人としてではなく，家
族の一員として決められた社会構造の中で自分に相応しい居場所を見つけ，自らに課せられたそ
れぞれの社会的責任を果たす中で， 他人との関係を明らかにする。 詳細は， My  Country,  pp.  177–78
を参照されたい。 
（46） Moment in Peking, p. 47. 
（47） 擥本語訳は，赤塚忠訳『書経・易経（抄） 』中嗽古典文学大系1 , 徘凡社, 1972年, 563–64 頁
に懠る。 
（48） 白水紀子は著書の中で，民嗽期（1912–49 年）の蓄妾，及び家庭内における正妻と妾たちとの
関係について，この時期の文学作品や社会統計を取り上げて詳細に分析している。なお，明清時
期の妾の地位や身分を考察した最近の研究論文によれば，当時は，妾の間でもその出身によって
身分の違いがあり，たとえば，良家出身の者と娼妓出身の者，また使用人から妾になった者との
間では，身分峮が認められたという。しかし，林が Moment in Peking で描いた桂姐と曾夫人と
の秩嶏のある調和的な関係は，西洋文化の洗礼を受け，正妻と妾の身分峮が縮まりつつある民嗽
期の家庭ではなく， 『影梅庵憶語』や『浮生六記』で語られた明清期の士大夫家庭の関係図であ
ると言えよう。詳細は，以下の先行研究や資料を参照されたい。 
  ① 郭松義 「清代納妾制度」 『近代中嗽婦女史研究』 第4期，1996年8月号，35–62 頁;  Hsieh  Pao- 
hua, “Female Hierarchy in Customary Practice: The Status of Concubines in Seventeenth 
Century China,”『近代中嗽婦女史研究』第5期，1997年8月号，55–114頁。 
  ② 白水紀子著 『中嗽女性の二十世紀  ――    近現代家父長制研究』 明石書嶗， 2001年， 184–217頁。 
  ③ 程郁著『清至民嗽蓄妾習俗之変遷』上海古籍出版社，2006年，15–366頁。 
（49） 实際，女性像だけではなく，この小説に登場する姚思安と曾文僕も，道家文化と儒教文化の代
表者として描かれ， 「文化符号」としての家父長像・夫像であると，朱東宇は前掲論文「家長与
丈夫」87–90 頁で分析している。 
（50） Momment in Peking, p. 417. 
（51） Lin Yutang, “Preface to Six Chapters of a Floating Life,” The China Critic, September 
8, 1936, p. 987. 
（52） Pearl S. Buck, “Moment in Peking,” Asia, December 1939, p. 722. 
（53） Ibid., p. 722. 
（54） Anon., “The Great Modern Novel of China,” Harper's Magazine, December 1939, p. 56. 
（55） Clifton Fadiman, “Forty Years of Cathay,” The New Yorker, November 18, 1939, p. 104. 
（56） Edward Ainger, Journal of the Royal Central Asian Society 27-4, 1940, p. 491. 
（57） Katherine Woods, “Forty Crowded Years in China's Forty Centuries,” The New York Times 
Book Review, 19 November, 1939, p. 3. 